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経済

環境

事業者名 熊本輸送団地協同組合

協同組合として、組合員へ情報発信や燃料等の安定供給を行い、物流の安定化を図ることで、生産者から消費者
を含めたすべてのステークホルダーの満足度向上を目指し、地域社会の発展と環境対策に貢献できるよう取り
組んでいく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

太陽光発電の運用における場内メンテナンスと発
電モニタリングの実施　※数値目標は、FIT制度
の特性及び設備の劣化を考慮した値としていま
す。

交通事故防止活動

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」
と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

当組合と熊本県トラック協会など他団体との連携を強化し、組合員企業に対してより有益な情報展開を図り、物
流の安定化、ひいては業界の社会的地位の向上を図る。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

太陽光発電の導入 2023年4月運用開始

BCP策定及び運用に関するセミナーや情報共有訓練の実
施

社会

経済

環境

社会

経済 年3回
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および
更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

講習会　年0回　→　年1回

前期の指標に対する実績

交通事故防止活動

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

安全運転講習会をドライバー向けに、2023年度及び
2024年度で1回ずつ実施した。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 防災訓練を毎年5月に実施した。
情報共有訓練を年1回ランダム周期により実施した。
セミナーは日程合わず実施に至らなかった。

防災訓練　年1回
情報共有訓練　年1回

a FIT制度により運用を開始。
出力制御の影響を大きく受け、達成できなかった。

項目 事故防止講習会実施回数

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

BCPや生成AIなどの有用な講習会や視察などの
研修会の実施

現状（2024年） 更新時（3年後）

2023年4月運用開始

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

年3回

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

年1回　→　年2回

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年度　→　1回
2025年度　→　1回

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 設備の効率最大化と実績の把握

現状（2024年） 更新時（3年後）

1,859,784ｋｗｈ

年2回 年2回

項目 青年部会などの講習会等実施回数

1,853,585ｋｗｈ


